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が考えられた。近年、我々は化学療法耐性の CD8 陽性記憶細胞である”young memory” 
T(TYM)細胞を報告した。本研究では健常者と肉腫患者の化学療法群と非化学療法群におけ
る TYMの割合と機能を調査した。 
 研究方法   
  健常者と肉腫患者の化学療法群と非化学療法群の血液から末梢血単核細胞を分離し、
蛍光抗体で染色後に FACS Aria を使用し、TYM細胞と他分画の CD8 陽性細胞を分離した。
次に分離した細胞ごとに抗原提示細胞でウイルス抗原と腫瘍関連抗原でペプチド刺激を
行った。３週間の培養後にテトラマーアッセイにより TYM細胞と他分画の CD8 陽性細胞
から細胞障害性 T 細胞(CTL)が誘導されているかどうかを検証した。 
研究成績及び考察 
  健常者と非化学療法群では TYM細胞と他分画の CD8 陽性細胞ともウイルス抗原・腫
瘍関連抗原とも CTL が誘導されたが、化学療法群では他分画の CD8 陽性細胞からの CTL
誘導は少なく、それに対して TYM細胞では CTL が誘導された。 
結論 
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Implication of chemo-resistant CD8+ memory T cell subpopulation for 
immune surveillance in patients with sarcoma receiving chemotherapy. 




本研究では化学療法耐性の CD8陽性記憶細胞である”young memory” T(TYM)細胞の頻度と
機能を健常者と肉腫患者の化学療法群と非化学療法群において調査することを目的とし
た。その結果、健常者と比較し肉腫患者において TYM 細胞の頻度が低下していた。また非
化学療法群ではいずれの細胞からも CTL が誘導されたが、化学療法群では TYM細胞と比較
し、TEM細胞で CTL 誘導能が低下していた。以上から、肉腫患者においても健常者と同様
に TYM分画が存在し、抗ウイルス免疫・抗腫瘍免疫を記憶していることが証明され、また化
学療法を受けた患者の腫瘍免疫記憶においてもなんらかの役割をしている可能性が考えら
れた。今後、TYM細胞の制御が可能になれば、養子免疫療法やがんワクチン療法の効果増強、
治療前の免疫療法の効果予測につながる重要な知見と考えられた。 
以上の研究成果および質疑応答を踏まえ、学位論文として適切であるとの評価を審査委
員全員から頂いた。 
 
